The Empirical Analysisi of Teachers' Talkings in the Kindergarten by 岡田, 幸子
幼稚園教師の語りかけに関する一考察
幼稚園教師の語 りかけに関す る一考察
一 子 どもの 「聞 く力」 に関す るイ ンタビュー調査か ら一














































「人の話 を聞 くことは、話すことよりも難 しい
といって も言い過 ぎではない」 と説明 してい












の 「基礎学力」 として、「『生活する力』の 『も
とい』となる学力が 『基礎学力』である」と尾
木直樹は定義 している(3)。また、「学力」の説
明 として、「学校で(子 どもに)身 に付けさせ















じる。受動的 な 「聞 くこと」か ら、能動的 な








の要点 としてあげられているのは、「伝 え合 う
力を高める」 目標の新たな位置づけである。領
域構成においても、「表現」「理解」の2領 域1
事項から、より具体的な 「話すこ と・聞 くこ


























子 どもに直接テキス ト・ガイ ド等 を用いること
のない幼稚園教育の場合、教授法の中心たる存









































2.教 師 と子 ども集団 の相互作 用 につ い


















「生徒 コー ド」を用いて説明 した稲垣恭子(15)の
研究があげられる。教室の秩序を維持してい く
ための解釈枠組みとしての 「生徒 コー ド(暗 黙


























稚園教師は、子 どもへの 「語 りかけ」の目的意
識が異なるのだろうか。教師の目的意識の差異
は、子 どもが身に付ける 「聞く力」にどのよう






A教 師 E幼 稚園 女性 23歳
B教 師 E幼 稚園 女性 30歳
C教 師 F幼 稚園 女性 24歳
D教 師 F幼 稚園 女性 49歳
(1)事 例の分析
事例1:E幼 稚園


























為の模倣か ら学んだと回答 している(②)。 こ
れらの記述からは、経験の浅い教員が子 どもに












































ど。(中 略)カ ルタの最後 には表に照
らし合わせて字を重ねますね。 〈中略〉
その説明が何回やっても慣れなくって
・。私 の話 し方が 悪 いのか な っ
`oQ








































































保障するための園独 自の工夫 と受け取れる。 し
かし、ここでの教師の語 りかけは、直接の語 り
かけではなく、「指示書」「紙芝居」「絵本」を媒






































す し、このよ うな場合は良 くな いと




































「作 品 にしな くて は」という意識 か
ら、ついつい 「描かす」という気持ち
が強くなって して しまう。⑭
































































けにより、子 どもが 「感 じる」「考える」 という
効果を期待 していることが読み取れる(⑰)。
C教 師のインタビュー回答か らは、教師の力量
により語 りかけの差異を感 じ取 り、自らを比較
しているとも受け取れる。マニュアル的なもの
が介在 しないF幼 稚園の特徴 とも捉えられるの
ではないか。

















の話 した こと に耳を傾 けよ うとす
る三⑲
この記述か らは、子 どもの 「聞 く」行為に

















































もは 「虫!虫!虫!」 って いうで
しょ。でも、そこで 「話聴きなさい」っ
て言うのではなく、本当に虫が飛んで






























































































て…(中 略)、 いつ もの お約束 と し
て、子 どもに 「おめめはどうするん
だったかな?お 耳は?」 って聞くと、










わち 「話を聞くス トラテジー形成目的の語 りか
け」 といえるのではないか。
《第2段 階》
















・って話 して、虫が飛んで いった ら
rああよかったな…』って、一緒に感 じ
てr話 続 けるよ…』って いくと子ども
はぎゅっと聞ける」「そこで先生が考え
ないといけないのは製作の嫌いな子は





























第1段 階 としてE・F両 園の教師か ら、「聞
く態勢」を子 どもに作らせるス トラテジー形成















































































可能性が多 くなるのではないか。 また、一 日の
大部分 を占める一斉保育のなかでは、子 どもと
教師の対話をもつ時間が殆 どないということか




「作品を完成 させ る」「物事 を習得 させ る」と
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